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１．研 究 目 的 

 近年，社会福祉など対人援助サービスの実践プログラム領域では，EBP を含む効果的な

プログラムモデル（以下、効果モデル）形成への関心が高まっている．そして，効果的プ

ログラムモデルを形成するためには，ランダム化比較試験（RCT）や比較による有効性研

究（CER）によるプログラムの有効性の検証と共に，現場の実践家参画による継続的な改

善や形成評価が必要である．特に，効果モデルの形成や実践現場における実施支援の役割

を担う“評価ファシリテータ”の存在が重要であると考えられる（新藤ら  2014）．  

 そこで，本研究では，報告者が所属する効果のあがる就労移行支援プログラムのあり方

研究会（以下，研究班 i）（分担研究責任者 植村英晴）が行う“効果的障害者就労移行支

援プログラム形成評価”の取り組みを取り上げ，効果的プログラムモデルの形成，および，

現場の実践の向上に重要な役割を担う評価ファシリテータの取り組みについて，その有効

性を明らかにすることを目的とした．  

 

２．研究の視点および方法 

 研究班は，就労移行支援事業における効果モデルの構築を目指し，2007 年度から研究を

開始した．この研究によって構築した，就労移行支援事業における効果モデルは，事業モ

デルとは差別化して“効果的障害者就労移行支援プログラム”と命名し，2013 年 11 月か

ら 2014 年 11 月にかけて，全国 22 箇所の就労移行支援事業所を対象にした 1 年間のプログ

ラム試行評価調査（以下，全国試行評価調査）によってプログラムの有効性を検証した（効

果のあがる就労移行支援プログラムのあり方研究会  2015）．さらに，この全国試行評価調

査の実施にあたって，効果的障害者就労移行支援プログラムをより発展させるための情報

を収集するとともに，プログラムの実施支援を行う評価ファシリテータの枠組みを整理し

（新藤ら 2014） ii，この枠組みを導入した．  

 本研究では，全国試行評価調査の中で導入された“評価ファシリテータ”の有効性を検

討するために，2014 年 3 月，2014 年 8 月に 2 度のワークショップ形式の検討会を開催する
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とともに，全国試行評価調査終了後，①実際に効果モデル形成のための情報収集およびプ

ログラムの実施支援に従事した評価ファシリテータ，②評価ファシリテータによる支援を

受けた実践現場の担当者，③効果モデルの形成に携わる研究班メンバー，を対象にしたア

ンケート調査を行った．主にこれらの検討においては，評価ファシリテータが目指すべき

方向性である，①効果モデルの改善と②実践現場の取り組みの向上に関する設問を用いた． 

 

３．倫理的配慮 

 本研究は，日本社会事業大学社会事業研究所研究倫理委員会の承認を受けて実施した．

尚，本報告に際しては，日本社会福祉学会研究倫理指針に基づき構成した． 

 

４．研 究 結 果 

 評価ファシリテータの取り組みに関するワークショップ形式の検討会，および，アンケ

ート調査の結果から，評価ファシリテータの有効性が確認された．その主要な論点として

次の 3 点を挙げたい．それは，①効果モデルの発展に結びついた，新たな効果的援助要素

（プログラムの成果に関連する具体的な取り組みの要素）の抽出，および，評価ツールの

使い勝手の改善，②評価ファシリテータのアドバイスによる実践現場の課題の解決，③評

価支援ネットワーク構築のための，地域の評価風土の醸成，である。  

 

５．考 察 

 本研究の結果から，効果モデルの発展および実践現場の取り組みの改善に関して，評価

ファシリテータの取り組みが有効であることが示された．今後は，評価ファシリテータの

養成法が確立され，更に多くの人材が，評価ファシリテータとしてこの取り組みに参加す

ることが期待される．  

                                                   

i 本研究は「実践家参画型プログラム評価の方法および評価教育法の開発とその有効性の

検証（科学研究費補助金基盤研究 A：代表 大島巌）」による．  

ii 評価ファシリテータの枠組みについては，先行して類似の実践を行っている家族心理教

育プログラムや ACT プログラムの取り組みを参考にした．  
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